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施工の工期短縮と省エネルギー化、設置面積の削減を実現した
ユニット式の密閉式冷却塔「ヒシクーリングタワー Ｐ-Ｒｉシリーズ」を発売

三菱樹脂株式会社

本　社：東京都千代田区丸の内2-5-2

社　長：神尾　章

資本金：２１５億円

三菱樹脂株式会社は、搬入・組み立てなどの現場施工が容易で、かつ省エネルギー化と設置面積の削減を実現したユニット式の密閉式冷却塔「ヒシクーリングタワー Ｐ-Ｒｉシリーズ」を開発、１１月１日から販売を開始します。

当社は、１９６２年に冷却塔「ヒシクーリングタワー」を発売、以来、角形開放式冷却塔をはじめとして、密閉式冷却塔、丸形開放式冷却塔など、容量や設置面積など、ビルや工場の状況に応じた様々な機種を幅広く展開しています。中でも、密閉式冷却塔は、冷却水が銅管コイルの中を循環する密閉回路で、冷却水が外気と直接接触しないため、空気中のゴミやホコリ、有害物質から冷却水が守られており、空調管理が特に重要となるデータセンターなどの施設や粉塵が多い地域などで多く使用されています。

今回発売する「ヒシクーリングタワー Ｐ-Ｒｉシリーズ」は、従来現場で組み立てていた冷却塔を、完成品もしくは２分割のユニット単位で現場に搬入し組み立てる「ユニット方式」を採用したことにより、現地での施工が容易となり、大幅な工期短縮を実現しました。また、ファンには最先端の設計技術を駆使した新形状のファンを採用し、送風能力を向上させ、ファン重量を２０％以上軽量化するとともに運転音の音質も改善しています。さらに、新型の熱交換機では、冷却水が循環している銅管コイルに水が多く接触するように配列を工夫することで、冷却効率を高めています。この新型のファンや熱交換機により、ファン・散布水ポンプ動力の消費電力を平均で約２５％※低減し、省エネルギー化を図っています。

これらの改良によって、冷却塔サイズが従来機種と比べてコンパクトになり、設置面積の削減も実現しています。

なお、「ヒシクーリングタワー Ｐ-Ｒｉシリーズ」は、３年後３億円の売上を見込んでいます。

※当社密閉式冷却塔（低騒音型）５０ＲＴ～１５０ＲＴにおける当社従来品との比較

【用語解説】

・冷却塔（クーリングタワー）

ビルや工場などの空調用冷凍機で使用する水を冷却するための装置。開放式と密閉式があり、密閉式は、冷却水が循環している銅管の外側に別の水を散布して、使用後の温度の上昇した冷却水を冷却する方式です。散布水によって冷やされた冷却水は、再度冷凍機で使用されます。

【製品概要】

・標準仕様　　　　　　①低騒音型
　　　
３６タイプ

　　　　　　　　　　　　②超低騒音型
３６タイプ

・積算定価（税別）　　９６５万円／ターボ１２５ＲＴ密閉　低騒音型（ＨＴ－１２５ＰＥ－Ｒｉ）
【写真：「ヒシクーリングタワー Ｐ-Ｒｉシリーズ」】
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